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所在地：南あわじ市 松帆西路 

 

 
滝川記念美術館・玉青館 

滝川記念美術館・玉青館は、南あわじ市松帆西路にあり、淡路島で育った現代南画の第一人者、直

原 玉青氏（じきはら ぎょくせい）の個人美術館です。 

日本初の現代南画の美術館であり、中国の故宮博物館を模した建物で、1991 年に開館しました。

直原玉青の代表作「禅の牧牛 うしかひ草」や、八角楼閣の天蓋部分に描かれた直径5ｍの「雲龍図」

をはじめとする現代南画の名作を多数収蔵・展示しています。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道西淡三原ICから県道31号線を

北上。車で約10分。 

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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